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   Ｃ０８Ｊ   5/18     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/10     (2006.01)
   Ｄ０４Ｈ   1/54     (2006.01)
   Ｄ０１Ｆ   6/46     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ   5/18    ＣＥＳ　
   Ｃ０８Ｌ  23/10    　　　　
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年11月30日(2010.11.30)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　均一なポリマー・ブレンドを含むフィルムであり、該ブレンドが
１）６０～９９重量％（半結晶および半アモルファスポリマーの重量に基づいて）の１ま
たは複数の半結晶ポリマーであって、各半結晶ポリマーがプロピレンおよび０～５重量％
（前記ポリマーの重量に基づいて）のα－オレフィン・コモノマーを含み、前記半結晶ポ
リマーがそれぞれ１００～１７０℃の融点および２００ｄｇ／分以下のメルトフローレー
トを有することを特徴とする半結晶ポリマー、および
２）１～４０重量％（半結晶および半アモルファスポリマーの重量に基づいて）の１また
は複数の半アモルファスポリマーであって、各半アモルファスポリマーがプロピレンおよ
び５～１２重量％の１または複数のＣ２および／またはＣ４～Ｃ１０のα－オレフィン・
コモノマーである半アモルファスポリマーを有し、
前記半アモルファスポリマーのそれぞれが、
ａ）１９～９５Ｊ／ｇの融解熱、
ｂ）２００ｇ／分以下のメルトフローレート、
ｃ）１３０℃以下のＤＳＣ融点（第２メルトＴm）
ｄ）ポリマーの重量の８５％以上が一または二の隣接する可溶分画として分離されており
、ポリマーの残部がすぐ前または次の分画を構成するように行われる、ヘキサン中の熱分
画によって決定される分子間組成分布（intermolecular compositional distribution）
であって、これらの各々の分画は、コポリマーのコモノマー含量の平均重量％の相対比２
０重量％の差異を超えない範囲の重量％のコモノマー含量を持つ分子間組成分布、
ｅ）１．５～４のＭw／Ｍnを有し、
ｆ）13ＣＮＭＲによる測定で７５％以上の３つのプロピレン単位のトリアッド規則性を有
し、および
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ここで前記ブレンドが、
ａ）０．５～１００ｄｇ／分のメルトフローレート、
ｂ）前記ブレンドが前記ポリマーおよび充填剤の重量に基づいて５重量％未満の充填剤を
含み、
ｃ）６５％より大きいパーマネント・セット（Permanent Set）、および
ｄ）単一のガラス転移温度（Ｔｇ）を有するような均一な形態（morphology）
を有し、ここで前記フィルムが、
１）２．５～６３５ミクロンの厚さ、
２）清澄剤または核形成剤の添加前に、１０％以下のヘイズ、
３）８５以上の４５°グロス
４）８６０～２０５ＭＰａの１％セキャント弾性係数、
５）１．５７ｇ／ミクロン以上の機械方向のエルメンドルフ破断、
６）１．５７ｇ／ミクロン以上の交差方向のエルメンドルフ破断、および
７）２．７Ｊ以上の２３℃における総エネルギー衝撃
を有することを特徴とするフィルム。
【請求項２】
　２．１６ｇ／ミクロン以上の機械方向エルメンドルフ破断を有する請求項１に記載のフ
ィルム。
【請求項３】
　４Ｊ以上の総エネルギー衝撃を有する請求項１または２に記載のフィルム。
【請求項４】
　０．１２Ｊ／ミクロン以上のパンク・エネルギーを有する請求項１～３のいずれか１項
に記載のフィルム。
【請求項５】
　均一なブレンドを含む成型製品であり、該ブレンドが
１）６０～９９重量％（半結晶および半アモルファスポリマーの重量に基づいて）の１ま
たは複数の半結晶ポリマーであって、各半結晶ポリマーがプロピレンおよび０～５重量％
（前記ポリマーの重量に基づいて）のα－オレフィン・コモノマーを含み、前記半結晶ポ
リマーがそれぞれ１００～１７０℃の融点および２００ｄｇ／分以下のメルトフローレー
トを有する半結晶ポリマー、および
２）１～４０重量％（半結晶および半アモルファスポリマーの重量に基づいて）の１また
は複数の半アモルファスポリマーであって、各半アモルファスポリマーがプロピレンおよ
び５～１２重量％の１または複数のＣ２および／またはＣ４～Ｃ１０のα－オレフィン・
コモノマーである半アモルファスポリマーを有し、
前記半アモルファスポリマーのそれぞれが、
ａ）１９～９５Ｊ／ｇの融解熱、
ｂ）２００ｄｇ／分以下のメルトフローレート、
ｃ）１３０℃以下のＤＳＣ融点（第２メルトＴm）
ｄ）ポリマーの重量の８５％以上が一または二の隣接する可溶分画として分離されており
、ポリマーの残部がすぐ前または次の分画を構成するように行われる、ヘキサン中の熱分
画によって決定される分子間組成分布（intermolecular compositional distribution）
であって、これらの各々の分画は、コポリマーのコモノマー含量の平均重量％の相対比２
０重量％の差異を超えない範囲の重量％のコモノマー含量を持つ分子間組成分布、
ｅ）１．５～４のＭw／Ｍn、および
ｆ）13ＣＮＭＲによる測定で７５％以上の３つのプロピレン単位のトリアッド規則性であ
り、
前記ブレンドが
ｉ）０．５～１００ｄｇ／分のメルトフローレート、および
ii）前記ポリマーおよび充填剤の重量に基づいて５重量％未満の充填剤、
iii）６５％より大きいパーマネント・セット（Permanent Set）、および
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iv）１ｍｍ厚の射出成形チップ上で測定して１２％以下のヘイズ、および
v）単一のガラス転移温度（Ｔｇ）を有するような均一な形態（morphology）
を有することを特徴とし、
前記成形製品が、
１）２５０μｍ～１０ｍｍの厚さ、
２）１０３５ＭＰａ以下の２３℃における１％セキャント弾性係数、
３）１１．３Ｊ以上の２３℃におけるガートナー衝撃強度、および
４）５．６Ｊ以上の０℃におけるガートナー衝撃強度
を有することを特徴とする成形製品。
【請求項６】
　５３Ｊ／ｍ以上の２３℃におけるノッチド・イゾッド衝撃強度を有する請求項５に記載
の成型製品。
【請求項７】
　１０００％以上の２３℃における極限伸びを有する請求項５または６に記載の成型製品
。
【請求項８】
　前記半アモルファスのコポリマーの分子間組成分布が９０重量％以上であり、前記コモ
ノマー含量における差異が１０重量％以下である請求項５～７のいずれか１項に記載の成
型製品。
【請求項９】
　前記ブレンドが８５％以上のパーマネント・セットを有する請求項５～８のいずれか１
項に記載の成型製品。
【請求項１０】
　前記半結晶ポリマーがプロピレン・ホモポリマーである請求項５～９のいずれか１項に
記載の成型製品。
【請求項１１】
　前記半結晶ポリマーが１２５～１６０℃の融点を有する請求項５～１０のいずれか１項
に記載の成型製品。
【請求項１２】
　均一なブレンドを含む不織布であり、該ブレンドが
１）６０～９９重量％（半結晶および半アモルファスポリマーの重量に基づいて）の１ま
たは複数の半結晶ポリマーであって、各半結晶ポリマーがプロピレンおよび０～５重量％
（前記ポリマーの重量に基づいて）のα－オレフィン・コモノマーを含み、前記半結晶ポ
リマーがそれぞれ１００～１７０℃の融点および２０００ｄｇ／分以下のメルトフローレ
ートを有し、好ましくは前記半結晶ポリマーがホモポリマーであり、好ましくはプロピレ
ンのホモポリマーであることを特徴とする半結晶ポリマー、および
２）１～４０重量％（半結晶および半アモルファスポリマーの重量に基づいて）の１また
は複数の半アモルファスポリマーであって、各半アモルファスポリマーがプロピレンおよ
び５～１２重量％の１または複数のＣ２および／またはＣ４～Ｃ１０のα－オレフィン・
コモノマーである半アモルファスポリマーを有し、
前記半アモルファスポリマーのそれぞれが、
ａ）９５J／ｇ未満の融解熱、
ｂ）２０００ｄｇ／分以下のメルトフローレート、
ｃ）１３０℃以下のＤＳＣ融点（第２溶融Ｔm）
ｄ）ポリマーの重量の８５％以上が一または二の隣接する可溶分画として分離されており
、ポリマーの残部がすぐ前または次の分画を構成するように行われる、ヘキサン中の熱分
画によって決定される分子間組成分布（intermolecular compositional distribution）
であって、これらの各々の分画は、コポリマーのコモノマー含量の平均重量％の相対比２
０重量％の差異を超えない範囲の重量％のコモノマー含量を持つ分子間組成分布、
ｅ）１．５～４のＭw／Ｍn、および
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ｆ）13ＣＮＭＲによる測定で７５％以上の３つのプロピレン単位のトリアッド規則性を有
し、
前記ブレンドが
ｉ）１～２０００ｄｇ／分のメルトフローレート、および
ii）前記ポリマーおよび充填剤の重量に基づいて５重量％未満の充填剤、
iii）６５％より大きいパーマネント・セット（Permanent Set）、および
iv）１ｍｍ厚の射出成形チップ上で測定して１２％以下のヘイズ、および
v）単一のガラス転移温度（Ｔｇ）を有するような均一な形態（morphology）
を有することを特徴とし、
前記不織布が、
１）３５ｇ／ｓｍ生地について４０ｇ以下のハンド、および
２）前記半アモルファスのコポリマーが含まれないことを除き同一の組成物から作られた
同一の不織布製品についての最適結合温度より５℃以上低い最適結合温度
を有することを特徴とする不織布。
【請求項１３】
　前記半アモルファスのコポリマーが含まれないことを除き同一の組成物から作られた同
一の不織布製品についての最適結合温度より７．５℃以上低い最適結合温度を有する請求
項１２に記載の不織布。
【請求項１４】
　３５ｇ／ｓｍにおいて、３０ｇ以下のハンドおよび３１８０ｇフォース以上の最適結合
下のＴＤピーク伸び荷重を有する請求項１２または１３に記載の不織布。
【請求項１５】
　　均一なポリマー・ブレンド組成物であり、該ブレンドが
　１）６０～９９重量％（半結晶および半アモルファスポリマーの重量に基づいて）の１
または複数の半結晶ポリマーであって、各半結晶ポリマーがプロピレンおよび０～５重量
％（前記ポリマーの重量に基づいて）のα－オレフィン・コモノマーを含み、前記半結晶
ポリマーがそれぞれ１００～１６０℃の融点および５０ｄｇ／分以下のメルトフローレー
トを有することを特徴とする半結晶ポリマー、および
　２）１～４０重量％（半結晶および半アモルファスポリマーの重量に基づいて）の１ま
たは複数の半アモルファスポリマーであって、各半アモルファスポリマーがプロピレンお
よび５～１２重量％の１または複数のＣ２および／またはＣ４～Ｃ１０のα－オレフィン
・コモノマーである半アモルファスポリマーを有し、
　前記半アモルファスポリマーのそれぞれが、
　ａ）１５～６６J／ｇの融解熱、
　ｂ）１～５０ｄｇ／分のメルトフローレート、
　ｃ）９０℃以下のＤＳＣ融点（第２メルトＴm）
　ｄ）ポリマーの重量の８５％以上が一または二の隣接する可溶分画として分離されてお
り、ポリマーの残部がすぐ前または次の分画を構成するように行われる、ヘキサン中の熱
分画によって決定される分子間組成分布（intermolecular compositional distribution
）であって、これらの各々の分画は、コポリマーのコモノマー含量の平均重量％の相対比
２０重量％の差異を超えない範囲の重量％のコモノマー含量を持つ分子間組成分布、
　ｅ）１．５～４のＭw／Ｍnを有し、
　ｆ）13ＣＮＭＲによる測定で７５％以上の３つのプロピレン単位のトリアッド規則性で
あり、および
　ｇ）前記ブレンドが前記ポリマーおよび充填剤の重量に基づいて５重量％未満の充填剤
を含み、
　ここで前記ブレンドが、
　ａ）６５％より大きいパーマネント・セット（Permanent Set）、
　ｂ）２０％以下のヘイズ、
　ｃ）１～５０ｄｇ／分のメルトフローレート、
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　ｄ）４５℃以上の熱変形温度、および
　ｅ）単一のガラス転移温度（Ｔｇ）を有するような均一な形態（morphology）
　を有することを特徴とするブレンド組成物。
【請求項１６】
　　前記半アモルファスのコポリマーの分子間組成分布が９０重量％以上であり、および
／または前記コモノマー含量における差異が１０重量％以下である請求項１５に記載の組
成物。
【請求項１７】
　　前記ブレンドが８５％以上のパーマネント・セットを有する請求項１５または１６に
記載の組成物。
【請求項１８】
　　前記半結晶ポリマーがプロピレン、およびエチレン、ブテン、ペンテン、ヘキセン、
ヘプテン、オクテン、ノネン、およびデセンからなる群から選択される１または複数のコ
モノマーを１～３重量％含む請求項１５～１７のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１９】
　　前記半結晶ポリマーがプロピレン・ホモポリマーである請求項１５～１８のいずれか
１項に記載の組成物。
【請求項２０】
　　前記半アモルファスポリマーが１０～４０Ｊ／ｇの融解熱を有する請求項１５～１９
のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２１】
　　前記半アモルファスポリマーが３５～１００℃の融点を有する請求項１５～２０のい
ずれか１項に記載の組成物。
【請求項２２】
　　均一なブレンドを含むフィルムであり、該ブレンドが
　１）６０～９９重量％（半結晶および半アモルファスポリマーの重量に基づいて）の１
または複数の半結晶ポリマーであって、各半結晶ポリマーがプロピレンおよび０～５重量
％（前記ポリマーの重量に基づいて）のα－オレフィン・コモノマーを含み、前記半結晶
ポリマーがそれぞれ１００～１６０℃の融点および５０ｄｇ／分以下のメルトフローレー
トを有することを特徴とする半結晶ポリマー、および
　２）１～４０重量％（半結晶および半アモルファスポリマーの重量に基づいて）の１ま
たは複数の半アモルファスポリマーであって、各半アモルファスポリマーがプロピレンお
よび５～１２重量％の１または複数のＣ２および／またはＣ４～Ｃ１０のα－オレフィン
・コモノマーである半アモルファスポリマーを有し、
　前記半アモルファスポリマーのそれぞれが、
　ａ）１５～６６Ｊ／ｇの融解熱、
　ｂ）１～５０ｄｇ／分以下のメルトフローレート、
　ｃ）９０℃以下のＤＳＣ融点（第２メルトＴm）
　ｄ）ポリマーの重量の８５％以上が一または二の隣接する可溶分画として分離されてお
り、ポリマーの残部がすぐ前または次の分画を構成するように行われる、ヘキサン中の熱
分画によって決定される分子間組成分布（intermolecular compositional distribution
）であって、これらの各々の分画は、コポリマーのコモノマー含量の平均重量％の相対比
２０重量％の差異を超えない範囲の重量％のコモノマー含量を持つ分子間組成分布、
　ｅ）１．５～４のＭw／Ｍn、および
　ｆ）13ＣＮＭＲによる測定で７５％以上の３つのプロピレン単位のトリアッド規則性を
有し、および
　ｇ）前記ポリマーおよび充填剤の重量に基づいて５重量％未満の充填剤を含み、
　前記ブレンドが
　ｉ）６５％より大きいパーマネント・セット（Permanent Set）、および
　ii）２０％以下のヘイズ、および
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　iii）０．５～１００ｄｇ／分のメルトフローレート、および
iv）単一のガラス転移温度（Ｔｇ）を有するような均一な形態（morphology）
を有することを特徴とし、
前記フィルムが、
１）０．１～２５ｍｉｌ（２．５～６３５ミクロン）の厚さ、
２）清澄剤または核形成剤の添加前に、２０％以下のヘイズ、
３）８６０～２０５ＭＰａの１°セキャント伸び係数、
４）１．５７ｇ／ミクロン以上の機械方向のエルメンドルフ破断、
５）１．５７ｇ／ミクロン以上の交差方向のエルメンドルフ破断、および
６）２．７Ｊ以上の２３℃における総エネルギー衝撃
を有することを特徴とするフィルム。
【請求項２３】
　均一なポリマー・ブレンドを含む繊維であり、該ブレンドが
１）６０～９９重量％（半結晶および半アモルファスポリマーの重量に基づいて）の１ま
たは複数の半結晶ポリマーであって、各半結晶ポリマーがプロピレンおよび０～５重量％
（前記ポリマーの重量に基づいて）のα－オレフィン・コモノマーを含み、前記半結晶ポ
リマーがそれぞれ１００～１６０℃の融点および５０ｄｇ／分以下のメルトフローレート
を有することを特徴とする半結晶ポリマー、および
２）１～４０重量％（半結晶および半アモルファスポリマーの重量に基づいて）の１また
は複数の半アモルファスポリマーであって、各半アモルファスポリマーがプロピレンおよ
び５～１２重量％の１または複数のＣ２および／またはＣ４～Ｃ１０のα－オレフィン・
コモノマーである半アモルファスポリマーを有し、
前記半アモルファスポリマーのそれぞれが、
ａ）１５～６６J／ｇの融解熱、
ｂ）１～５０ｄｇ／分のメルトフローレート、
ｃ）９０℃以下のＤＳＣ融点（第２メルトＴm）
ｄ）ポリマーの重量の８５％以上が一または二の隣接する可溶分画として分離されており
、ポリマーの残部がすぐ前または次の分画を構成するように行われる、ヘキサン中の熱分
画によって決定される分子間組成分布（intermolecular compositional distribution）
であって、これらの各々の分画は、コポリマーのコモノマー含量の平均重量％の相対比２
０重量％の差異を超えない範囲の重量％のコモノマー含量を持つ分子間組成分布、
ｅ）１．５～４のＭw／Ｍnを有し、
ｆ）13ＣＮＭＲによる測定で７５％以上の３つのプロピレン単位のトリアッド規則性を有
し、および
ここで前記ブレンドが
１）前記ポリマーおよび充填剤の重量に基づいて５重量％未満の充填剤を含み、
２）６５％より大きいパーマネント・セット（Permanent Set）、
３）２０％以下のヘイズ、および
４）１～５０ｄｇ／分のメルトフローレート、および
５）単一のガラス転移温度（Ｔｇ）を有するような均一な形態（morphology）
を有し、ここで前記繊維が３５ｇ／ｓｍ生地基礎重量の紡錘生地に変換されたとき、４０
ｇ以下のハンドを有することを特徴とする繊維。
【請求項２４】
　均一なポリマー・ブレンドを含む不織布であり、該ブレンドが
１）６０～９９重量％（半結晶および半アモルファスポリマーの重量に基づいて）の１ま
たは複数の半結晶ポリマーであって、各半結晶ポリマーがプロピレンおよび０～５重量％
（前記ポリマーの重量に基づいて）のα－オレフィン・コモノマーを含み、前記半結晶ポ
リマーがそれぞれ１００～１６０℃の融点および５０ｄｇ／分以下のメルトフローレート
を有することを特徴とする半結晶ポリマー、および
２）１～４０重量％（半結晶および半アモルファスポリマーの重量に基づいて）の１また
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は複数の半アモルファスポリマーであって、各半アモルファスポリマーがプロピレンおよ
び５～１２重量％の１または複数のＣ２および／またはＣ４～Ｃ１０のα－オレフィン・
コモノマーである半アモルファスポリマーを有し、
前記半アモルファスポリマーのそれぞれが、
ａ）１５～６６Ｊ／ｇの融解熱、
ｂ）１～５０ｄｇ／分のメルトフローレート、
ｃ）９０℃以下のＤＳＣ融点（第２メルトＴm）
ｄ）ポリマーの重量の８５％以上が一または二の隣接する可溶分画として分離されており
、ポリマーの残部がすぐ前または次の分画を構成するように行われる、ヘキサン中の熱分
画によって決定される分子間組成分布（intermolecular compositional distribution）
であって、これらの各々の分画は、コポリマーのコモノマー含量の平均重量％の相対比２
０重量％の差異を超えない範囲の重量％のコモノマー含量を持つ分子間組成分布、
ｅ）１．５～４のＭw／Ｍn、
ｆ）13ＣＮＭＲによる測定で７５％以上の３つのプロピレン単位のトリアッド規則性を有
し、および
ｇ）前記ブレンドが前記ポリマーおよび充填剤の重量に基づいて５重量％未満の充填剤を
含み、
ここで前記ブレンドが
ａ）６５％より大きいパーマネント・セット（Permanent Set）、
ｂ）２０％以下のヘイズ、および
ｃ）１～２０００ｄｇ／分のメルトフローレート、および
ｄ）単一のガラス転移温度（Ｔｇ）を有するような均一な形態（morphology）
を有し、
ここで前記不織布が
１）３５ｇ／ｓｍ生地について４０ｇ以下のハンド、および
２）前記半アモルファスのコポリマーが含まれないことを除き同一の組成物から作られた
同一の不織布製品についての最適結合温度より５℃以上低い最適結合温度
を有することを特徴とする不織布。
【請求項２５】
　均一なポリマー・ブレンドを含む成型製品であり、該ブレンドが
１）６０～９９重量％（半結晶および半アモルファスポリマーの重量に基づいて）の１ま
たは複数の半結晶ポリマーであって、各半結晶ポリマーがプロピレンおよび０～５重量％
（前記ポリマーの重量に基づいて）のα－オレフィン・コモノマーを含み、前記半結晶ポ
リマーがそれぞれ１００～１６０℃の融点および５０ｄｇ／分以下のメルトフローレート
を有することを特徴とする半結晶ポリマー、および
２）１～４０重量％（半結晶および半アモルファスポリマーの重量に基づいて）の１また
は複数の半アモルファスポリマーであって、各半アモルファスポリマーがプロピレンおよ
び５～１２重量％の１または複数のＣ２および／またはＣ４～Ｃ１０のα－オレフィン・
コモノマーである半アモルファスポリマーを有し、
前記半アモルファスポリマーのそれぞれが、
ａ）１５～６６Ｊ／ｇの融解熱、
ｂ）１～５０ｄｇ／分のメルトフローレート、
ｃ）９０℃以下のＤＳＣ融点（第２メルトＴm）
ｄ）ポリマーの重量の８５％以上が一または二の隣接する可溶分画として分離されており
、ポリマーの残部がすぐ前または次の分画を構成するように行われる、ヘキサン中の熱分
画によって決定される分子間組成分布（intermolecular compositional distribution）
であって、これらの各々の分画は、コポリマーのコモノマー含量の平均重量％の相対比２
０重量％の差異を超えない範囲の重量％のコモノマー含量を持つ分子間組成分布、
ｅ）１．５～４のＭw／Ｍn、
ｆ）13ＣＮＭＲによる測定で７５％以上の３つのプロピレン単位のトリアッド規則性を有
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し、および
ｇ）前記ブレンドが前記ポリマーおよび充填剤の重量に基づいて５重量％未満の充填剤を
含み、
ここで前記ブレンドが、
i）０．５～２００ｄｇ／分の溶融速度、および
ii）前記ブレンドが前記ポリマーおよび充填剤の重量に基づいて５重量％未満の充填剤、
および
iii）６５％より大きいパーマネント・セット（Permanent Set）、
iv）１ｍｍ厚の射出成形チップ上での測定で１２％以下のヘイズ、
v）４５℃以上の熱変形温度、および
vi）単一のガラス転移温度（Ｔｇ）を有するような均一な形態（morphology）
を有し、
ここで前記成形製品が
１）２５０μｍ～１０ｍｍの厚さ、
２）１０３５ＭＰａ以下の２３℃における１％セキャント弾性係数、
３）１１．３Ｊ以上の２３℃におけるガードナー衝撃強度、および
４）５．６Ｊ以上の０℃におけるガードナー衝撃強度
を有することを特徴とする成形製品。
【請求項２６】
　前記コモノマー含量における差異が１０重量％以下である請求項１または２２に記載の
フィルム。
【請求項２７】
　前記半アモルファスのコポリマーの分子間組成分布が９０重量％以上である請求項１ま
たは２２に記載のフィルム。
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